
 

 

 

 

麻しんが疑われた場合、保健所にご相談ください。 

 

麻しんを疑った場合について 

保健所に連絡 TEL：0296-24-3965 

保健所から以下の内容を聴取いたしますのでご準備願います。 

患者の状況（入院 or通院、現在の待機場所など） 

患者情報（氏名、性別、生年月日、年齢、国籍、住所、基礎疾患、海外渡航歴、麻しん患者との接触歴、 

予防接種歴、麻しん罹患歴など） 

患者の症状（発熱、発疹、コプリック斑、カタル症状…咳、鼻水、結膜充血など） 

 

検体採取 

・血液（EDTA入り） ２ml以上 

・尿 約 10ml 

・咽頭ぬぐい液（専用の保存液に保存） 

→冷蔵保存 

血液、尿については、各医療機関で使用している物品で採取

してください。 

咽頭ぬぐい液について、専用の保存液をお持ちでない 

医療機関には、保健所から物品をお持ちします。 

検体採取についての詳細は別添資料をご確認ください。 

発生届、検査票の記入 

HP 内に様式をアップ

しております。 

ご参照ください。 

検体回収等のために、保健所職員がお伺いします。 

保健所職員の到着を待つ間に、発生届と検査票の記入をお願いいたします。 

（必要に応じて医療機関控えをお取りください。） 

保健所職員到着までに書類作成が間に合わなかった場合には、 

個人情報を伏せて、保健所宛て FAXにて送付願います。 

筑西保健所 FAX：0296-24-3928 

検体受け渡し 

保健所職員が検体を回収し、衛生研究所に搬入します。 

発生届と検査票の記入がお済でしたらお預かりいたします。 

患者様が帰宅後、保健所から電話で患者調査を実施しますので、 

その旨、医療機関から患者様にお伝えいただきますようお願いいたします。 

結果判明 

検査結果については、検体搬入後約 3～4時間で判明することが多いですが、

検体搬送（持ち込み）時間や、検査件数等により、結果判明時間が異なります。 

衛生研究所から保健所に結果連絡が入りますので、保健所から医療機関宛てに

ご連絡いたします。 

結果判明時に連絡可能な電話番号等を、あらかじめ保健所にお知らせ願います。 

結果に関する患者への連絡は、各医療機関からお願いいたします。 

医療機関のみなさまへ 

https://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou11/pdf/01-05-14-03-b.pdf
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